
来月号のお知らせ
・第20回世界バラ会議福山大会おもてなし（後編）
・在福山リトアニア共和国名誉総領事館展示室見学

No.229

世界バラ会議とは？
　世界バラ会連合が 3年に１度開催する、
ばらに関する国際会議で、現在40カ国が
加盟しています。

これまでの世界大会
第 1回　1971年 ハミルトン（ニュージーランド）
第 2回　1974年 シカゴ（アメリカ合衆国）
第 3回　1976年 オックスフォード（イギリス）
第 4回　1979年 プレトリア（南アフリカ共和国）
第 5回　1981年 テルアビブ（イスラエル）
第 6回　1983年 バーデンバーデン（ドイツ）
第 7回　1985年 トロント（カナダ）
第 8回　1988年 シドニー（オーストラリア）
第 9回　1991年 ベルファスト（イギリス）
第10回　1994年 クライストチャーチ（ニュージーランド）
第11回　1997年 ブリュッセルほか

（ベルギー・オランダ・ルクセンブルク）
第12回　2000年 ヒューストン（アメリカ合衆国）
第13回　2003年 グラスゴー（イギリス）
第14回　2006年 大阪市（日本）
第15回　2009年 バンクーバー（カナダ）
第16回　2012年 サントン（南アフリカ共和国）
第17回　2015年 リヨン（フランス）
第18回　2018年 コベンハーゲン（デンマーク）
第19回　2022年 アデレード（オーストラリア）
第20回　2025年 福山市（日本）

　第20回 世界バラ会議福山大会2025の開催まで1カ月を切りました。国内外から700人以上のお客さまが
来福される 1週間、どのようなおもてなしをされるのか、私たち女性会にも何かお役に立てることはないかを、
福山市市長公室 世界バラ会議推進担当部長の安原洋子さんにお聞きしました。今月と来月の 2回に分けて
掲載します。

とばら」というストーリーが世界バラ会連合
から評価され、福山市が選ばれました。この
ような街は世界中どこにもないと認められた
結果ですね。

スケジュール
Q 2　 5月18日の開会式、20日・21日・23日・

24日の講義、20日～23日のデイツアー、24
日の閉会式までの１週間、滞在者や市民の皆さ
まに、何を１番に知ってもらいたいですか？

A 2　福山を訪れた方に食文化や街の魅力を知って
もらうことで、「ばらのまち福山」を世界中に
発信できることになるでしょう。

　　　また、 5月21日の「ばらの日」には、交流を
深めるため、浴衣を着て商店街を散策する「福
山ストリートダイニング」を開催します。約70
人の語学ボランティアが多言語に対応します。

　　　さらに、 5月20日～23日にはデイツアーがあ
ります。例えば22日に貸切バスで広島平和記念
公園などを見学し、平和の重要性について理
解を深めつつ、鯛飯などご当地グルメを味わい、
植物園でばらを楽しみます。

　　　おススメしたいのは、ばらの祭典「Ｒｏｓｅ Ｅｘｐｏ
　　ＦＵＫＵＹＡＭＡ2025」です。「ばらの世界を旅

する」をテーマに福山通運ローズアリーナで
5月17日～19日の 3 日間開催します。各界の
デザイナーが手掛けるローズガーデンが登場
し、著名人のトークイベントや、国内外のば
らの商品が購入できます。

　　　どなたでも参加できますので、興味のある方
は、世界バラ会議福山大会実行委員会（TEL：
084－928－1210）までお問い合わせください。

▲質問をする当女性会広報担当
　副会長 東 千代子さん

▲世界バラ会議推進担当部長
　安原洋子さん

福山が開催地
Q 1　アジア圏内では、第14回の大阪に次いで、

当市が記念すべき20回目に選ばれました。な
ぜ選ばれたのでしょうか？

A 1　世界中で戦争や紛争が相次いでいる中、福山
市では戦後復興期から心に和らぎを取り戻そ
うと市民が千本のばらを植え、以来 70年間に
わたり一人ひとりがばらを植え続け、平和に
貢献しています。このような背景から、街中
に小さなばらの花壇があふれ、独自の「平和

訃報
故 岡本 元子さん（令和7年3月21日ご逝去）
平成9年に入会、約27年在籍され、当女性会の活動に
ご貢献いただきました。ご冥福をお祈りいたします。


